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この冊子は、競輪の補助により作成しました。
https://hojo.keirin-autorace.or.jp

広報誌「NEWS LETTER」2023年第109号をご覧いただきありがとうございました。
当財団では、薬物問題に取り組むすべての方々のお役にたてるよう、予防啓発のための各種教材の
ご提供や関連書籍の紹介、オリジナル企画や特殊、専門機関からのデータや統計資料、行政からの
お知らせ、海外情報などを網羅し、整理・分類の上ご紹介などを行っております。
また、薬物問題になかなか手が回らない開発途上国においても、私たちが支援をすることでその国
の未来を担う子供たちを薬物乱用の危険から守り、薬物乱用を許さない安全で安心できる社会の実
現を目指すことができます。このため、当財団では国連を通じた支援事業として、「国連支援募金」
活動を行っております。皆さま方のご協力をお願いします。

国連支援募金

オンラインの他にもゆうちょ
銀行の「手数料免除口座」を
ご利用ください。
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近
年
、
我
が
国
で
は
、
若
年
層
に
よ
る
大
麻
の
乱
用
が
深

刻
な
問
題
と
な
り
、
芸
能
人
や
ス
ポ
ー
ツ
選
手
が
大
麻
所
持

で
検
挙
さ
れ
る
と
い
っ
た
社
会
的
反
響
の
大
き
な
事
案
も
後

を
絶
た
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

覚
醒
剤
や
大
麻
等
の
乱
用
は
、
乱
用
者
自
身
の
精
神
や
身

体
を
む
し
ば
む
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
薬
理
作
用
に
よ
る
幻

覚
、
妄
想
等
か
ら
、
凶
悪
な
事
件
や
重
大
な
交
通
事
故
を
引

き
起
こ
す
な
ど
、
社
会
の
安
全
を
脅
か
し
ま
す
。
ま
た
、
薬

物
の
不
正
取
引
は
、
暴
力
団
等
犯
罪
組
織
の
資
金
源
と
な
る

こ
と
か
ら
、
治
安
の
根
幹
を
揺
る
が
す
重
要
な
問
題
で
す
。

　

薬
物
事
犯
の
検
挙
人
員
は
、
近
年
横
ば
い
が
続
く
中
、
令

和
４
年
は
１
万
２
、１
４
２
人
と
前
年
よ
り
減
少
し
ま
し
た
。

覚
醒
剤
事
犯
の
検
挙
人
員
は
６
、１
２
４
人
と
前
年
よ
り
大

幅
に
減
少
し
、
第
三
次
覚
醒
剤
乱
用
期
の
ピ
ー
ク
で
あ
っ
た

平
成
９
年
の
１
万
９
、７
２
２
人
か
ら
中
期
的
に
減
少
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
再
犯
者
の
構
成
比
率
は
約
７
割
を

占
め
て
お
り
、
覚
醒
剤
の
依
存
性
の
強
さ
を
裏
付
け
る
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
大
麻
事
犯
の
検
挙
人
員
は
、
平
成
26
年
以
降
増
加

が
続
き
、
令
和
４
年
中
は
５
、３
４
２
人
と
過
去
最
多
を
記

録
し
た
前
年
に
続
く
高
い
水
準
に
あ
り
ま
す
。
中
で
も
30
歳

未
満
の
若
年
層
の
検
挙
人
員
は
全
体
の
約
７
割
を
占
め
て
い

る
こ
と
か
ら
、
若
年
層
に
大
麻
が
ま
ん
延
し
て
お
り
、
大
麻

乱
用
期
の
渦
中
と
も
い
え
ま
す
。
さ
ら
に
、
近
年
は
特
に
、

暴
力
団
構
成
員
等
に
よ
る
大
量
大
麻
栽
培
事
犯
の
検
挙
が
見

ら
れ
る
な
ど
、
暴
力
団
の
資
金
源
と
も
な
っ
て
い
る
こ
と
が

う
か
が
わ
れ
ま
す
。

　

令
和
４
年
中
の
薬
物
密
輸
入
事
犯
の
検
挙
件
数
は
２
９
４

件
で
、
前
年
か
ら
大
幅
に
増
加
し
ま
し
た
。
密
輸
入
事
犯
に

お
け
る
覚
醒
剤
の
押
収
量
に
つ
い
て
は
前
年
よ
り
減
少
し
た

も
の
の
、
電
子
た
ば
こ
用
等
の
大
麻
濃
縮
物
の
押
収
量
が
大

幅
に
増
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
暴
力
団
構
成
員
等
や
外
国
人

に
よ
る
密
輸
入
事
件
や
、
航
空
機
利
用
の
密
輸
入
事
件
が
前

年
よ
り
増
加
す
る
な
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
る
行
動
制
限
の
緩
和
に
よ
り
、
国
際
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
有
す
る
薬
物
犯
罪
組
織
が
国
内
に
お
け
る
薬
物
取
引
を
活

発
化
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
推
認
さ
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
厳
し
い
情
勢
の
中
、
薬
物
対
策
に
つ
い
て
は
、

本
年
８
月
、
政
府
の
薬
物
乱
用
対
策
推
進
会
議
で「
第
六
次

薬
物
乱
用
防
止
五
か
年
戦
略
」を
策
定
し
、
関
係
省
庁
が
緊

密
に
連
携
し
て
、
①「
青
少
年
を
中
心
と
し
た
広
報
・
啓
発

を
通
じ
た
国
民
全
体
の
規
範
意
識
の
向
上
に
よ
る
薬
物
乱
用

未
然
防
止
」、
②「
薬
物
乱
用
者
に
対
す
る
適
切
な
治
療
と
効

果
的
な
社
会
復
帰
支
援
等
に
よ
る
再
乱
用
防
止
」、
③「
国
内

外
の
薬
物
密
売
組
織
の
壊
滅
、
大
麻
を
は
じ
め
と
す
る
薬
物

の
乱
用
者
に
対
す
る
取
締
り
の
徹
底
及
び
多
様
化
す
る
乱
用

薬
物
等
に
対
す
る
迅
速
な
対
応
に
よ
る
薬
物
の
流
通
阻
止
」、

④「
水
際
対
策
の
徹
底
に
よ
る
薬
物
の
密
輸
入
阻
止
」、
⑤「
国

際
社
会
の
一
員
と
し
て
の
国
際
連
携
・
協
力
を
通
じ
た
薬
物

乱
用
防
止
」の
５
つ
の
目
標
を
薬
物
対
策
の
重
要
な
柱
と
位

置
付
け
ま
し
た
。
警
察
に
お
い
て
も
、薬
物
の「
供
給
の
遮
断
」

と「
需
要
の
根
絶
」の
両
面
か
ら
、
目
標
達
成
に
向
け
た
総
合

的
な
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

　

薬
物
の
供
給
を
遮
断
す
る
取
組
と
し
て
は
、
海
外
か
ら
流

入
し
て
い
る
薬
物
に
つ
い
て
、
麻
薬
取
締
部
の
ほ
か
、
税
関
、

海
上
保
安
庁
等
の
国
内
関
係
機
関
と
の
合
同
訓
練
や
連
絡
会

議
を
通
じ
て
連
携
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
外
国
の
取
締
機

関
と
は
、
相
互
に
情
報
交
換
等
を
行
う
な
ど
し
て
関
係
強
化

を
図
る
な
ど
、
水
際
で
の
薬
物
流
入
を
阻
止
す
る
た
め
の
対

策
の
強
化
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
捜
査
手
法

を
活
用
し
、
薬
物
の
密
輸
・
密
売
等
に
関
与
す
る
薬
物
犯
罪

組
織
の
実
態
解
明
を
図
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
組
織
の
中
枢

に
切
り
込
み
、
重
刑
の
獲
得
に
よ
る
長
期
社
会
隔
離
、
薬
物

犯
罪
に
よ
る
不
法
収
益
の
没
収
を
実
現
す
る
た
め
、
麻
薬
特

例
法
を
積
極
的
に
適
用
す
る
な
ど
、
犯
罪
組
織
の
壊
滅
に
向

け
た
取
組
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
サ
イ
バ
ー
空
間
を
利

用
し
た
薬
物
密
売
事
犯
対
策
と
し
て
、
Ａ
Ｉ
を
用
い
た
Ｓ
Ｎ

Ｓ
上
の
サ
イ
バ
ー
パ
ト
ロ
ー
ル
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
者

等
か
ら
の
違
法
情
報
に
関
す
る
通
報
を
受
理
す
る
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
・
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
（
Ｉ
Ｈ
Ｃ
）か
ら
の
通

報
等
に
よ
り
薬
物
密
売
情
報
の
収
集
を
強
化
し
ま
す
。

　

薬
物
の
需
要
を
根
絶
す
る
た
め
の
取
組
に
つ
い
て
は
、
社

会
全
体
に
薬
物
を
排
除
す
る
規
範
意
識
が
堅
持
さ
れ
る
よ
う

に
、
薬
物
乱
用
者
の
検
挙
を
推
進
す
る
こ
と
に
加
え
、
薬
物

の
危
険
性
・
有
害
性
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
の
周
知
を
図
る

た
め
の
広
報
啓
発
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
広
報
啓
発
活
動
に
つ
い
て
は
、
警
察
だ
け
で
は
な

く
、
公
益
財
団
法
人
麻
薬
・
覚
せ
い
剤
乱
用
防
止
セ
ン
タ
ー

を
始
め
と
す
る
民
間
団
体
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
方
と
連

携
し
つ
つ
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
効
果
的
な
活
動
を
展
開
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

警
察
で
は
、
社
会
情
勢
の
変
化
を
踏
ま
え
、「
供
給
の
遮
断
」

及
び「
需
要
の
根
絶
」の
両
面
か
ら
、
薬
物
乱
用
の
な
い
社
会

の
実
現
に
向
け
た
施
策
を
強
力
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

1

「薬物情勢の現状と対策について」



岐
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は
じ
め
に

　

国
連
薬
物
・
犯
罪
事
務
所（U

nited N
ations O

ffice on 
D

rugs and Crim
e

：U
N

O
D

C

）は
、
世
界
各
国
か
ら
薬
物

に
関
す
る
情
報
を
集
め
、
毎
年W

orld D
rug Report

と
し

て
公
表
し
て
い
ま
す
。W

orld D
rug Report

に
は
世
界
の

薬
物
問
題
に
関
す
る
信
頼
で
き
る
情
報
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

前
報
１
）に
続
き
、
今
回
は
、W

orld D
rug Report 2022

の
5
つ
のBooklet

２
）の
う
ちBooklet2

の「
世
界
に
お
け

る
薬
物
の
需
要
と
供
給
の
概
要
〝G

lobal O
verview

 of 
D

rug D
em

and and D
rug Supply

〟」か
ら
、（
そ
の
2
）と

し
て
、
Ⅲ　

薬
物
使
用
の
も
た
ら
す
健
康
被
害
、
Ⅳ　

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症（CO

V
ID

-19

）パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の

薬
物
使
用
に
与
え
た
影
響
、
を
掲
載
し
ま
す
。

Ⅲ　
薬
物
使
用
の
も
た
ら
す
健
康
被
害

１
．
薬
物
使
用
障
害
罹
患
率
と
薬
物
使
用
障
害
者
数

①
薬
物
使
用
障
害
の
全
体
的
な
罹
患
率
に
は
大
き
な
変
化
は

な
い
。
し
か
し
、
主
に
世
界
的
な
人
口
増
加
に
よ
り
、
薬
物

使
用
障
害
を
有
す
る
人
々
の
数
は
増
加
し
て
い
る（
図
１
）：

15
～
64
歳
の
世
界
人
口
全
体
と
し
て
み
る
と
、
薬
物
使
用
障

害
は
罹
患
率
0
・
76
％
に
相
当
し
ま
す
。
過
去
1
年
間
に
薬

物
を
使
用
し
た
世
界
全
体
の
推
定
2
億
8
、
4
0
0
万
人
に

限
っ
て
み
る
と
、
そ
の
約
13
・
6
％
が
薬
物
使
用
障
害
に
罹

患
し
て
い
る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
世
界
人
口
の
年
間
割

合
と
し
て
表
さ
れ
る
薬
物
使
用
障
害
の
罹
患
率
は
、
過
去
15

年
間
に
わ
た
っ
て
ほ
ぼ
一
定
で
し
た
が
、
薬
物
使
用
障
害
に

罹
患
し
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
実
数
は
、
2
0
1
0
年
の
約

2
、
7
0
0
万
人
か
ら
2
0
2
0
年
に
は
約
3
、
8
6
0
万

人
に
増
加
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
世
界
総
人
口
の
増
加
に
よ
る

も
の
で
す
。

２
．
薬
物
使
用
に
よ
る
健
康
障
害

①
世
界
に
お
け
る
ほ
と
ん
ど
の
薬
物
使
用
障
害
は
大
麻
と
あ

へ
ん
系
麻
薬
に
関
連
し
て
い
る（
図
２
）：
入
手
可
能
な
デ
ー

タ
が
得
ら
れ
た
68
カ
国
に
つ
い
て
み
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国

内
で
最
も
多
く
の
薬
物
使
用
障
害
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
と

特
定
さ
れ
た
薬
物
グ
ル
ー
プ
は
大
麻
タ
イ
プ
の
薬
物
で
す
。

こ
れ
に
あ
へ
ん
系
麻
薬
、
主
に
ヘ
ロ
イ
ン
が
僅
差
で
続
き
ま

す
。
薬
物
使
用
障
害
の
リ
ス
ク（
危
険
度
）は
、「
被
害
の
大
き

さ
×
そ
れ
が
起
き
る
確
率
」で
表
さ
れ
ま
す
。
大
麻
は
、
そ

の
使
用
の
及
ぼ
す
被
害
が
、
単
独
で
は
あ
へ
ん
系
麻
薬
の
ヘ

ロ
イ
ン
や
覚
醒
剤
に
比
べ
て
大
き
く
な
く
て
も
、
使
用
者
が

多
い
た
め
に
、
起
こ
る
確
率
が
高
く
、
そ
の
た
め
に
リ
ス
ク

が
大
き
く
な
る
の
で
す
。
覚
醒
剤（A

m
phetam

ine-type 
Stim

utants

：
Ａ
Ｔ
Ｓ
）、
特
に
メ
タ
ン
フ
ェ
タ
ミ
ン
使
用
障

害
も
、
し
ば
し
ば
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
薬
物
使
用
障
害
と

薬
物
関
連
治
療
の
受
療
は
、
大
麻
と
あ
へ
ん
系
麻
薬
が
多
く
、

そ
れ
ぞ
れ
30

－

40
％
を
占
め
ま
す
。
薬
物
関
連
死
は
、
あ
へ

ん
系
麻
薬
に
よ
る
も
の
が
77
％
を
占
め
ま
す
。

②
薬
物
障
害
治
療
開
始
時
の
最
も
一
般
的
な
一
次
薬
物
に
関
し

て
は
、
明
確
な
地
域
差
が
あ
る（
図
３
）：
薬
物
障
害
治
療
開
始

時
の
最
も
一
般
的
な
一
次
薬
物
は
、
一
部
の
ア
フ
リ
カ
諸
国
で

は
大
麻
が
主
要
な
薬
物
で
す
。
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
南
東
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
、
ア
ジ
ア
で
は
、
あ
へ
ん
系
麻
薬
使
用
障
害
の
治
療
が

多
く
み
ら
れ
ま
す
。
中
南
米
お
よ
び
カ
リ
ブ
海
地
域
で
は
コ
カ

イ
ン
使
用
障
害
の
治
療
を
受
け
て
い
る
者
の
割
合
が
最
も
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。
東
ア
ジ
ア
お
よ
び
東
南
ア
ジ
ア
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
お
よ
び
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、覚
醒
剤
・
Ａ
Ｔ
Ｓ
、

特
に
メ
タ
ン
フ
ェ
タ
ミ
ン
が
主
要
薬
物
で
す
。

図1

2

にみる世界の薬物問題の現状と課題（その2）



３
．
薬
物
に
よ
る
直
接
及
び
関
連
死
因

①
薬
物
使
用
に
関
連
す
る
死
亡
は
増
加
し
続
け
て
い
る（
図

４
）：
薬
物
関
連
死
は
、
2
0
1
9
年
、
世
界
全
体
で

49
万
4
、
0
0
0
人
で
し
た
。
2
0
0
9
年
か
ら
2
0
1
9

年
の
間
に
薬
物
に
起
因
す
る
総
死
亡
者
数
は
全
体
と
し
て

17
・
5
％
増
加
し
ま
し
た
。

②
あ
へ
ん
系
麻
薬
は
、
致
命
的
な
過
剰
摂
取
が
主
要
な
死
因

と
な
っ
て
い
る
：
薬
物
関
連
の
死
亡
率
が
最
も
高
い
薬
物
群

は
、
あ
へ
ん
系
薬
物
で
あ
り
、
特
に
そ
の
静
脈
注
射
使
用
者

（people w
ho inject drugs

：PW
ID

）の
死
亡
率
が
高
い
の

が
特
徴
で
す
。
世
界
の
48
カ
国
の
報
告
で
は
、
77
％
の
国
が
、

直
接
薬
物
関
連
死
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
薬
物
と
し
て
あ
へ

ん
系
麻
薬
を
挙
げ
て
い
ま
す（
最
も
頻
繁
に
は
ヘ
ロ
イ
ン
／
モ

ル
ヒ
ネ
、
さ
ら
に
強
力
な
あ
へ
ん
系
薬
物
、
例
え
ば 

Fentanyl

類
は
、
よ
り
高
い
リ
ス
ク
を
も
た
ら
す
）。
一
方
、

11
％
の
国
が
、
薬
物
関
連
死
を
最
も
多
く
引
き
起
こ
す
薬
物

グ
ル
ー
プ
と
し
て
覚
醒
剤（
Ａ
Ｔ
Ｓ
）ま
た
は
コ
カ
イ
ン
型
薬

物
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
以
外
の
薬
物
は
、
直
接
薬
物

関
連
死
の
主
な
原
因
と
し
て
報
告
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
。

４
．
薬
物
静
脈
注
射
と
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

①
薬
物
を
注
射
に
よ
り
使
用
す
る
者（
Ｐ
Ｗ
Ｉ
Ｄ
）は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ

図2

図3

図4
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や
Ｃ
型
肝
炎
の
罹
患
リ
ス
ク
が
高
く
、
こ
の
傾
向
は
今
も
続

い
て
い
る（
図
５
、６
）：
Ｐ
Ｗ
Ｉ
Ｄ
で
は
、
過
去
1
ヶ
月
間

で
24
％
、
過
去
1
年
間
で
は
33
％
が
、
注
射
器
の
共
有
と
い

う
危
険
な
方
法
で
薬
物
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

②
薬
物
を
注
射
に
よ
り
使
用
す
る
者
の
約
8
人
に
1
人

（
12
・
4
％
）が
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
し
て
い
る
。
こ
れ
は
全
世
界

で
1
4
0
万
人
に
あ
た
る
：
Ｐ
Ｗ
Ｉ
Ｄ
で
は
、
そ
う
で
は
な

い
集
団
に
比
べ
て
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
リ
ス
ク
が
35
倍
高
く
な
り
ま

す
。

③
薬
物
を
注
射
す
る
者
の
約
半
数
が
Ｃ
型
肝
炎
に
罹
患
し
て

い
る
。
こ
れ
は
全
世
界
で
5
5
0
万
人
に
あ
た
る
。

Ⅳ　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症（C

O
VID

-19

）

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
薬
物
使
用
に
与
え
た
影
響

①CO
V
ID
-19

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
間
、
全
体
と
し
て
大
麻
消

費
は
増
加
し
た
。
こ
れ
は
新
規
使
用
者
の
増
加
に
よ
る
も
の

で
は
な
く
、
主
に
、
既
に
大
麻
使
用
を
経
験
し
て
い
る
者
の

使
用
頻
度
と
使
用
量
が
増
え
た
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ

る
。

②CO
V
ID
-19

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
間
、
青
少
年
の
薬
物
使
用

は
減
少
し
た
が
、
こ
れ
は
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
の
期
間
と
一
致
す

る
：
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
の
間
、
娯
楽
施
設
で
の
薬
物
使
用
が
一

時
的
に
減
少
し
ま
し
た
。
特
に
Ｍ
Ｄ
Ｍ
Ａ（
エ
ク
ス
タ
シ
ー
）

の
使
用
が
減
少
し
ま
し
た
。

③C
O
V
ID
-19

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
間
、
ベ
ン
ゾ
ア
ゼ
ピ
ン
、

ト
ラ
ン
キ
ラ
イ
ザ
ー
、
そ
の
他
の
精
神
系
医
薬
品
の
非
医
療

的
使
用
が
増
加
し
た
。

④CO
V
ID
-19

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
り
薬
物
常
習
者
は
あ
ま

り
影
響
を
受
け
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
薬
物
使
用
に
起
因
す

図5

図6
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幸
い
、
我
が
国
は
前
報
に
示
し
た
よ
う
に
、
世
界
で
も
薬

物
乱
用
が
最
も
少
な
い
国
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
薬
物
関
連
の

健
康
障
害
の
罹
患
率
も
高
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
事
実
を
肯

定
的
に
と
ら
え
、
こ
の
状
況
を
さ
ら
に
良
く
し
て
行
こ
う
と

す
る
ス
タ
ン
ス
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
の
ス
タ
ン
ス

は
、
薬
物
使
用
に
対
す
る
一
次
予
防（
薬
物
乱
用
防
止
）を
重

視
す
る
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
れ
が
少
数
で
あ
っ
て
も
薬

物
使
用
を
経
験
し
、
薬
物
関
連
の
問
題
や
健
康
障
害
で
苦
し

ん
で
い
る
人
た
ち
へ
の
ケ
ア
と
支
援（
二
次
予
防
、
三
次
予

防
）を
重
視
す
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

　

薬
物
使
用
は
、
人
間
が
行
う
危
険
行
動
で
す
。
従
っ
て
、

薬
物
使
用
流
行
に
は
、
社
会
的
、
文
化
的
、
歴
史
的
背
景
が

色
濃
く
反
映
し
ま
す
。
薬
物
問
題
は
、
現
代
社
会
の
あ
り
よ

う
そ
の
も
の
を
映
す
鏡
で
も
あ
り
ま
す
。
2
0
1
9
年
末
か

ら
のCO

V
ID

-19

の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
、
世
界
の
薬
物
問
題

に
も
様
々
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。W

orld D
rug Report 

2022

に
は
、
そ
の
影
響
の
一
部
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

CO
V

ID
-19

の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
影
響
は
社
会
全
体
に
複
雑

な
形
で
及
ん
で
い
ま
す
。
次
年
度
以
降
のW

orld D
rug 

Report

に
は
そ
の
薬
物
問
題
へ
の
影
響
が
さ
ら
に
詳
し
く
報

告
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、W

orld D
rug Report 2022 Booklet3

の
大
麻

関
連
の
レ
ポ
ー
ト
の
全
訳
は
、
参
考
文
献
3
に
示
し
て
あ
り

ま
す
。

（
注
１
）U

N
O

D
C

はW
orld D

rug Report

の
非
営
利
目

的
の
要
約
・
翻
訳
を
許
し
て
い
ま
す
。
図
表
は
原
典
を
活
か

し
て
忠
実
に
筆
者
が
翻
訳
し
た
も
の
で
す
。

（
注
２
）世
界
的
に
は
、D

rug use

あ
る
い
はSubstance 

use 

と
い
う
用
語
が
、日
本
で
通
常
用
い
ら
れ
る「
薬
物
乱
用
」

を
さ
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
本
稿
で
は
、

D
rug use

を「
薬
物
使
用
」と
し
ま
し
た
が
、「
薬
物
乱
用
」と

読
み
か
え
て
も
大
き
な
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。

る
障
害
を
持
つ
者
で
は
、
離
脱
症
状
や
再
発
の
頻
度
が
増
え

た
。
治
療
に
対
す
る
意
欲
を
喚
起
す
る
よ
う
な
十
分
な
医

療
・
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
が
対
応
で
き
な
か
っ
た
：CO

V
ID

-19

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
り
薬
物
使
用
予
防
、
薬
物
関
連
障
害
の

治
療
お
よ
び
に
関
す
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
の
崩
壊
が
起
こ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
薬
物
使
用
者
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
が
閉

鎖
さ
れ
、
対
面
で
の
対
応
が
限
定
さ
れ
た
り
、
減
少
し
た
り

し
ま
し
た
。

⑤
薬
物
使
用
者
は
、
優
先
グ
ル
ー
プ
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
率
が

低
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
薬
物
使
用
者
は
医
療
シ
ス
テ
ム
に
対

す
る
信
頼
感
が
低
い
た
め
、
ア
ク
セ
ス
に
障
壁
が
あ
っ
た
こ

と
が
要
因
と
考
え
ら
れ
る
：
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
あ
り
方
の
革

新（
例
え
ば
電
話
に
よ
る
診
断
）が
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
後
導
入
さ

れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
う
ま
く
実
施
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
に
は
、
多
く
の
課
題
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

　

W
orld D

rug Report 2022

に
は
、
薬
物
使
用
に
よ
る
健

康
被
害
が
深
刻
な
形
で
世
界
に
広
が
っ
て
い
る
現
状
が
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
世
界
に
お
け
る
ほ
と
ん
ど
の
薬

物
使
用
障
害
は
大
麻
と
あ
へ
ん
系
麻
薬
に
関
連
し
て
い
る
と

い
う
事
実
を
信
頼
で
き
る
デ
ー
タ
で
示
し
て
い
ま
す
。
特
に
、

大
麻
に
関
し
て
は
、
我
が
国
で
も
そ
の
有
害
性
を
軽
視
す
る

論
調
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
大
麻
グ
ル
ー
プ
の
薬
物
使
用

は
、
最
も
危
険
な
薬
物
と
い
わ
れ
て
い
る
あ
へ
ん
系
薬
物
よ

り
も
む
し
ろ
多
く
の
健
康
障
害
を
世
界
で
引
き
起
こ
し
、
薬

物
関
連
疾
患
の
治
療
が
必
要
な
状
況
を
も
た
ら
し
て
い
る
の

で
す
。

　

W
orld D

rug Report 2022

の
前
書
き
に
あ
る「
薬
物
政

策
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
関
す
る
議
論
で
は
、
非
医
療
目
的
で
の

薬
物
使
用
が
有
害
で
あ
る
と
い
う
事
実
に
根
ざ
し
た
、
こ
の

基
本
的
で
共
有
さ
れ
た
理
解
が
忘
れ
去
ら
れ
る
こ
と
が
あ
ま

り
に
も
多
い
。」こ
の
現
実
に
真
剣
に
向
き
合
う
こ
と
が
必
要
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